
 

政治家の数学的思考 
（2 月のごあいさつ） 

 
 

平成 27 年 2 月 1 日（日） 
 
 2 月の沖縄の気候は全国一です。冬とはいえこの暖かさは全国のどこへも持って行けません。 
 いくら楊貴妃が茘枝が好きでも、玄宗皇帝は長安でそれを育てられません。 
 
 アメリカの対日戦略、二つの世界の創設と分数曲線 

 これはオドロキ！！日本を二つの世界に分けた分数関数！！ 

 「一ドル＝三六〇円」は日本の輸出促進 ― 経済重視 

 戦後日本の経済再建は、輸出の促進であり、それは再軍備をさ

せない再建、戦争の放棄である。 

 「一ドル＝一二〇Ｂ円」は沖縄の輸入促進 ― 軍事基地重視 

 米国にとって第一の目的は、沖縄の米軍基地であり、そのため

の経済的諸条件の整備を図ったのは、基地の存在による輸入への

依存と経済的安定である。 
 
 
 瀬長亀次郎の家賃発言と基地の積分思考 

 沖縄の政治家で、尊敬する人は誰かと問われて、瀬長亀次郎と答えた。 
大衆左翼運動家で沖縄人民党を結成し、書記長、那覇市長、衆議院議員、日本共産党副委

員長を歴任した瀬長亀次郎は、沖縄の米軍基地について、家賃をもらわなければ…と発言し

たという。それは米軍基地の存在について、地主の小さい軍用地代や情けない補助金を超え

た目に見えない沖縄の対価を積分すれば“大きな家賃”になるという考えだと思った。 
 沖縄全体の家賃（沖縄という全体の使用料、即ちソフト的な考え方）に着眼している一流

の政治家の思考に感心した。 
瀬長亀次郎の積分(ݔ)ܨ = න݂(ݔ)沖縄の米軍基地݀ݔ 

 

 鄧小平の接線、微分思考 

 中国経済の資本主義への対応という大きな構想（曲線）を、鄧小平は「特別区が窓口であ

る。技術の窓口、管理の窓口、知識の窓口、または対外政策の窓口でもある。」と述べてい

る。深圳、珠海、厦門、汕頭を中国の発展曲線の各接点とすれば、その接線が深圳を香港返

還を視野に入れた海外資金の受入れと政治的な準備、同様に珠海をマカオ返還に備え、厦門

を台湾問題の解決として視野に入れている。汕頭は東南アジアと香港の華僑の資金の受け皿

という経済的目的。これらは発展曲線の接点、導関数であり、微分的考察である。 
 
 
 
 

 
 
 

 

  

  

  

  

  

  

 

中国の発展曲線 

アジア華僑（汕頭） 

台湾（厦門） 
マカオ（珠海） 

香港（深圳） 

(日本) 

(沖縄) 
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